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研究成果の概要（和文）：構造化データ（数値）を中心としたこれまでのCRMモデル研究にTwitterやSNSなどソ
ーシャルメディアの非構造データ（テキスト）を取り入れ、これら異なる種類の情報を統合することによりモデ
ルを高度化して消費者間の相互作用を含む行動プロセスの解明の研究を行い、消費者行動に関する新しい知見と
非構造データを含む大規模データに対応可能な新しいマーケティングモデルを開発した。

研究成果の概要（英文）：We introduced unstructured information (text) of social media such as 
Twitter and SNS into the CRM studies where structured information (numeric) had been mostly 
utilized,and we developed new marketing models by fusing these heterogeneous information in the way 
of being applicable to large scale data.

研究分野： マーケティング
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１．研究開始当初の背景 
現在の日本や欧米など成熟した市場経済に
おいては CRM の考え方がひろがり、現代マ
ーケティングの大きな研究領域を形成して
いる。企業が行使する各種のマーケティング
戦略のみならず、顧客の不満、顧客による製
品評価、ソーシャルネットワークサービス、
ブログなど性質的に異なる種類のテキスト
データに代表される非構造化データが急激
に増大しており、これらは消費者の意思決定
に大きな影響を与えている。 
これに対して従来の CRM 研究では、POS デ
ータなど数値化（構造化）された情報を主た
る拠り所としており、上記の非構造化データ
の理論への取込みは十分行われていない。 
構造化データと非構造化データの情報統合
による CRM の理論構築と展開は、国内では
これまでになく、国外においても研究の諸に
ついたばかりである。 
本研究では、消費者行動理論をベースとし

ながら、異なる情報の統合を得意とするベイ
ズ統計理論の高度利用を通じて、統計的次元
圧縮技法と消費者異質性の統計モデリング
技法の融合による新しいアプローチを体系
的に推進する。国内外を問わず、これらの研
究はこれまでに統一的に行われていない。 
２．研究の目的 
近年、POS データなど数値化された大規模情
報のみならず、顧客の不満、顧客による製品
評価、ソーシャルネットワークサービス、ブ
ログなど性質的に異なる種類のテキストデ
ータに代表される非構造化データが急激に
増大しており、消費者の意思決定に影響を与
えている。他方、これら非構造化データのマ
ーケティング理論への取込みは限定的であ
る。本研究では、従来の構造化（数値化）デ
ータを中心としたCRM研究を多様な非構造化
データの情報統合により高度化し、消費者の
態度から行動に至る一連のメカニズムの解
明を通したCRMの新しい理論構築と展開を目
指す研究を行う。国内の有力なマーケティン
グ・サイエンス研究者を組織的に結集し、さ
らに海外の先端的研究者から評価を随時受
けて研究の質を担保しながら、研究成果を国
際発信する。 
３．研究の方法 
まず第１に、態度ベース研究および行動ベー
ス研究のそれぞれにおいて、多様で大規模な
情報をCRMの各段階で活用する視点から検討
し、これらをサブモデルとして体系的かつ組
織的に研究する。第 2に、これらサブモデル
を統合する高精度の大規模データ対応型 CRM
モデルを開発し、新しい CRM の理論構築と展
開を目指す。その際、国際連携の側面から海
外の研究協力者から随時研究の評価を受け、
学術面での質の担保を図る。研究成果は、国
内外の学会で順次発表し、論文は国際トップ
ジャーナルへ投稿して日本のマーケティン
グ・サイエンス研究の学術的プレゼンスを高
める。計画の中間および最終年度には、後述

する海外研究協力者を含む当該領域の国際
先導的研究者を招聘して国際会議を開催し、
研究成果を他の研究者や大学院生、企業関係
者や実務家などに一般公開して社会的貢献
も図る。 
４．研究成果 
＜平成 25 年度＞ 
態度ベース研究および行動ベース研究のそ
れぞれにおいて、多様で大規模な情報を CRM
の各段階で活用する視点から検討し、これら
をサブモデルとして体系的かつ組織的に研
究した。研究成果は次の通りである。 
（１） 態度および行動ベースモデル開発 
プロビットモデルと潜在クラス型の次元圧
縮モデルをベイズモデリングの枠組みで統
合することで大規模な消費者と商品群を取
り扱うことのできるマーケティングモデル
の開発、多層状態空間モデルによる市場反応
形成メカニズムの解明と受動的に消費者学
習を考慮したブランド選択行動の解明につ
いて POS データおよび ID 付 POS データを用
いたモデリングによる実証研究、CRM やデー
タベース・マーケティングにおける既存の規
範モデルの学術研究レビューと ID 付 POS デ
ータ、E-コマース・データ、ソーシャルネッ
トワーク（Twitter ）データなどを使用した
消費者行動のモデル化の研究、オンライン・
ショッピング・サイトでの閲覧・購買データ
を利用したファッシ ョン商品を消費者へ推
奨するレコメンデーション技術の開発、ホー
ム・スキャン型のデータを利用した消費者の
複数店舗での購買状況の分析によりヘビ
ー・ユーザほど多数の店舗を買い回る傾向が
強く，嗜好性の強い商品ほどその傾向が顕著
であることが明らかにしたこと、他などであ
る。 
（２）科研費研究集会の開催 
科研費研究集会「マーケティング・サイエン
スの新基盤-新たなパラダイムの実現を目指
して-」を 3月 14 日筑波大学ビジネス科学研
究科で開催し、当該研究課題メンバーのみな
らず専門家と討論を行った。 
＜平成 26 年度＞ 
（１）大規模情報対応型マーケティングモデ
ル開発 
大規模データを扱うトピックモデルの中に
消費者行動の構造モデルを階層モデルで取
入れ、消費者個別の推測で不足する情報を全
体として埋め込みながら補足し、消費者への
個別対応を可能とするマーケティングモデ
ルを開発した；ソーシャルネットワークデー
タを使って、口コミ効果を分析するために、
個人の発言傾向の異質性を考慮したインフ
ルエンサーの識別モデルを構築した；POS デ
ータおよび ID 付 POS データを用いたベイジ
アンモデリングによる実証研究を行った；計
量的な顧客の行動モデルを構築し、既存顧客
に対する個人別マーケティング戦術、新規顧
客に関する獲得戦略、企業価値を表わす新た
な指標の導出を試みた。 



（２） 消費者行動研究とモデル開発 
消費者の複数同時ブランド選択を飽きの結
果と解釈する経済学モデルにもとづいて、消
費者の選好変化構造をモデル化した研究を
外部財が無い場合のモデル分析に拡張し
た；消費者の態度形成に他者経験が及ぼすに
影響を測定するため、消費者の態度形成に及
ぼす影響について態度形成前と態度形成の
タイミングによる差異を検出することがで
きる実験用 Web を新たに作成した；オンライ
ンショッピングサイトでの閲覧・購買データ
を利用して、消費者へファッション商品を推
奨するレコメンデーシ ョン技術開発に取組
み、心理学から好まれやすい色の組み合わせ
を導くことで、推奨する理由を理論的に考慮
したモデルを開発した。 
（３）国際研究集会の開催 
11 月 6-7 日には、国際会議 International 
Conference on Statistical Analysis of 
Large Scale High Dimensional 
Socio-Economic Data を東北大学経済学研究
科で共催し、本研究課題に関する２つのマー
ケティングセッションを運営した。 
＜平成 27 年度＞ 
大規模データのための新しいモデル開発と
消費者行動および口コミなど消費者ネット
ワーク構造の分析研究を組織的に行った。 
（１） 大規模データ対応マーケティング
モデル開発 
大規模ＰＯＳデータの売上データをトピッ
クモデルで複数トピックに分割し、各トピッ
ク内の商品情報により部分市場反応モデル
を推計するモデル開発、POS データおよび ID
付 POSデータを用いたベイズモデルによる動
的市場反応形成メカニズム解明、心理的財布
と購買行動の関係性のモデル，消費者とブラ
ンドとの関係を考慮したクロスメディア効
果推定、ID 付き POS データを用いた消費者の
カテゴリーベースの情報処理行動に注目し
たモデル開発、大規模スパースデータの情報
圧縮モデル構築によるマーケティング変数
を共変量とした情報補完のためのモデル開
発、トピックモデルに階層ベイズモデルを適
用することでトピックの意味を購買アイテ
ムに加えて購買者特性からも解釈可能なモ
デルの開発、などの成果を得た。 
（２） 消費者ネットワーク構造の研究 
顧客満足度指数モデルで規定される顧客満
足度とロイヤルティの関係性の非線形モデ
リングを通じてマネジリアルな意味の導出、
計量的な顧客行動モデル構築による既存顧
客に対する個人別マーケティング戦術や新
規顧客に関する獲得戦略・企業価値を表わす
新たな指標の開発、口コミ効果分析のために
個人の発言傾向の異質性を考慮したインフ
ルエンサーの識別モデル構築、ランダム接続
ネ ットワークを規定してツィート数の動的
振舞いを記述するツィート伝播モデルの導
出、携帯電話経由で利用される複数のエンタ
ーテイメントサービスの技術受容モデルと

計画行動理論(TPB)を融合した新しいモデル
とその実証研究、他者経験が消費者の態度形
成に及ぼす影響は他者経験を参照するタイ
ミングが態度形成前か態度形成後かによっ
て異なるとの仮説の実験研究、などを行い新
しい知見を得た。 
（３）研究集会の開催 
平成 28 年 1月 23 日（土）10：30－17：00 に
東北大学経済学研究科４階大会議室におい
て科研費研究集会「マーケティング・サイエ
ンスの新基盤 II」を開催し、研究成果の相互
点検を行った。 
＜平成 28 年度＞ 
研究課題の最終年度として、各分担者の研究
を進めながら、海外の研究協力者を招聘して
国際ワークショップを開催し、それぞれの研
究成果を報告して相互に議論を深め、研究の
総括を行った。個別の研究テーマおよび研究
成果は下記のとおりである。 
（１） 個別の研究成果 
消費者のSNSにおける口コミ情報からテキス
ト分析により情報を抽出して新製品普及の
バスモデルへの組込み研究／劣モジュラ最
適化を応用したマーケティング資源の最適
配分問題／集計POSデータにトピックモデル
を適用してトピックごとの市場反応推定モ
デル開発／動的時変分布ラグモデルによる
市場反応分析／消費者異質性を考慮した多
変量ポアソンモデルによる市場反応の分析
／構造異質性解析のためのモデリング研究
／ベイジアンモデリングの計算機集約的ア
プローチによる推定の高速化研究／ジョイ
ントトピックモデルを拡張してオンライン
ショッピングサイト顧客の購買データとそ
の顧客の心理データを統合したマーケティ
ングモデルの開発／長期的な顧客生涯価値
を最大化させる個人別維持介入戦術モデル
開発／ソーシャルネットワーク（Twitter デ
ータを用いて個人の発言傾向の異質性を考
慮したインフルエンサーの識別モデル構築
／参照する複数クチコミの正負バランスが
参照者の態度形成に及ぼす影響の研究、他な
どであり、いずれも新しい知見を得た。 
（２）国際研究集会の開催 
平成 28年 12月 21—22 日に東京大学小島ホー
ルにおいて、海外から研究協力者の参加を得
て国際研究ワークショップ International 
Workshop on Marketing Science and Service 
Research を開催し、国際レベルの研究の観点
から討論を行った。 
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